
－74－ 

第３章 安定所における職業分類の運用、分類のあり方

１ 調査研究の目的と方法 

(1) 目的

厚生労働省編職業分類（2011 年）の改訂から 5 年が経過し、この間の産業構造、職業構造

の変化に伴い、求人・求職者の求める職種と職業分類と間で、乖離が生じている分野もみら

れる。また、民間では事業者ごとに厚生労働省編職業分類と異なる独自の職業分類を使用し

ているが、近年官民の求人情報を一括検索して提供するアグリゲート型求人情報サイトが台

頭し、職業分類の共有化のメリットが高まっている。このため、厚生労働省の要請を受け、

安定所における職業分類の運用の現状や課題、改訂に向けての意見、要望等を明らかにする

ため、ヒアリング調査を実施する。

(2) 方法

ア．ヒアリング調査の対象

ヒアリング対象の安定所は、厚生労働省及び地方労働局を通じて計 6 箇所に協力を依頼し

た。対象の選定にあたっては、首都圏だけでなく製造業の盛んな地方の安定所も含めること、

求人型の安定所と求職型の安定所を均等に混ぜることに配慮した。その結果、首都圏は、品

川安定所、足立安定所、立川安定所、横浜安定所、地方は製造業の盛んな愛知労働局内の津

島安定所、名古屋中安定所とした。

イ．方法

事前に調査票「ハローワークにおける職業分類のあり方に関するヒアリング調査」（参考

資料参照）を配付し、記入を求めた。

今回のヒアリングで、特に明らかにしようとしたことは、以下のとおりである。

①民間の求人情報サイトをみると、職種欄に職種以外の情報が含まれており、中にはキャッ

チコピー的なものもある。安定所の求人票の「職種」欄には、職種以外にどのような事項

が記載されているか。

②厚生労働省編職業分類は、仕事の類似性に着目して分類され、スキルレベルによる分類は

なされていない。求人者は求めるスキルをどのように求人票に記載し、また確認している

のか。

③求人職種が複数の分類項目に該当する場合は、原則として就業時間の長い方の分類項目に

分類することとされている。ただし、現行の取扱いにおいては、求人の検索にあたって入

力しておくとよいと思われる分類番号がある場合は、補足的に第 2、第 3 の細分類番号を

入力することが認められている。第 2、第 3 の細分類番号はどの程度利用されているのか。

④フリーワード検索が普及している中で、安定所においてフリーワード検索はどの程度活用
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されているか。またフリーワード検索が有効に機能するように工夫していることはあるか。 

⑤求人情報提供端末では厚生労働省編職業分類が使われていないが、各安定所の求人情報提

供端末の職業分類はどのように設定されており、厚生労働省編職業分類や民間の職種分類

とどう違うのか。どのような考え方により設定されているのか。 

⑥亀島（労働政策研究・研修機構 2017）は、安定所の求人・求職のデータを分析し、使用さ

れている細分類項目に偏りがあり、細分類項目の統合化を進める必要性を示唆している。

また求人情報提供端末やハローワークインターネットサービスでは、職種欄に小分類項目

がなく中分類レベルまでしか選択できない。フリーワード検索のニーズが高まる中で、小

分類項目の追加やフリーワード検索との組合せにより、細分類項目は代替できるのではな

いか。 

ヒアリング調査にあたって筆者自身が現地に出向き、統括職業指導官等に対して、記入さ

れた調査票に基づいて求人部門と職業相談部門それぞれからヒアリングを行った。 

 

ウ．調査時期 

2016 年 9 月～10 月 

 

２ 結果 

6 箇所の安定所のヒアリング結果を図表 3-1（p.84 参照）に示す。それを要約すると以下の

とおりである。 

 

(1) 求人部門 

ア．管内求人の動向 

(ｱ) 恒常的に求人が多い職種 

・介護や看護の職種が多い。求人型の安定所では IT 関連も多い。 

(ｲ) 近年求人が増えている職種 

・求人型安定所、求職型安定所を問わず、介護の職種が増加している。 

(ｳ) 求人者の意識・行動の変化 

・民間の求人広告を利用しても応募者が減少しており、求人条件の緩和を検討する求人者

が増加している。また安定所への求人申込にあたって、どうすれば求職者に見てもらえ

るかという意識が強くなっている。 

イ．「職種」欄の記載方法 

(ｱ) 助言のあり方、職種欄の（ ）書きの表示方法等 

・職種欄は求職者が最も重視する最重要項目であり、求人者が記載したままではなく、安

定所側から何らかの助言を行うことが多い。 
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・「職種」欄には単に職種名を記載するだけではなく、同一の職種名であっても複数の店

舗や就業場所がある場合などに、職種名に続けて（ ）書きでその旨を補足するなど、

適宜助言している。「正社員」や「急募」などを記載する安定所もある。 

ウ．「仕事の内容」欄の記載方法 

(ｱ) 助言のあり方、職種別チェックポイントの活用度 

・81 文字以上を目安に、具体的で分かりやすい記載を目指している。 

・労働政策研究・研修機構編「職種別チェックポイント」は研修等で使用することはある

が、窓口ではあまり活用していない。 

(ｲ) スキルの記載方法 

・一定のスキルを求める場合は、「必要な経験等」欄に「実務経験○年以上」などと表記

し、無駄な紹介や応募につながらないようにしている。ただし、求めるスキルを厳密に

記載すると応募をためらう求職者もいるので、場合によっては具体的な経験年数を書か

ないなどバランス感覚が必要になる。経験年数だけでは判断できないスキルレベルにつ

いては選考の段階で確認し、職務経歴書や面接時の質問で判断している。 

エ．職業分類コードの記載方法 

(ｱ) 求人職種が複数の職業分類に該当するケースとその対処方法 

・複数の職業分類に該当するケースは、小規模事業所の事務職が多い。複数に該当する場

合は、主な職業だけでなく、該当する複数の細分類コード（最大 3 つまで）を入力して

対処している。 

(ｲ) 求人は多いが求人職種が職業分類表にないケース 

・職業分類表にないケースは営業と IT 関係に多く、それらは雑多項目（分類番号末尾 99）

に分類している。そうした場合の職業紹介部門との情報共有は安定所によりバラつきが

ある。 

(ｳ) 職業分類への位置づけが困難なケース 

・施工管理、工程管理など総合的な業務に従事する職業は位置づけが難しい。このような

職業は、各工程で実際に従事する作業から判断して複数の職業分類コードを付与してい

る。 

(ｴ) 第 2、第 3 の職業分類コードの利用状況、第三者のチェック機能 

・品川安定所の 2015 年度の約 10 万件の求人のうち、第 2 の職業分類コードを利用してい

るものが全体の約 40%であり、第 3 までの職業分類コードの利用が約 6%であった。ま

た、横浜安定所の 2016 年 6 月の受理求人のうち、第 2 の職業分類コードの利用が 11.7%、

第 3 の職業分類コードの利用が 1.5%であり、7 月は第 2 の利用が 14.0%、第 3 の利用が

1.7%であった。 
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・分類が適切であるかについて第三者によるチェック機能があるかについては、求人受理

した者とは別の者が点検したり、チェックするソフトを導入したりしている安定所もあ

るが、全ての求人についてはチェックできていないところが多い。 

オ．Web サイト上で効率的に求人を検索できるための工夫 

・Web サイトだけでなく求人情報提供端末でもフリーワード検索を希望する求職者が増加

している。 

・求職者からよく求められるキーワードを求人受理や求人票作成に役立てている安定所も

あるが、Web サイトでの検索を想定した工夫はあまり行われていない。 

・厚生労働省の指示により、建設、介護、看護、保育関係の人手不足職種は、求人票の職

種欄等に「建設」「介護」「看護」「保育」等の単語を記載するよう徹底し、検索のヒッ

ト率の向上を図っている。 

カ．その他 

(ｱ) 現行の職業分類で使い勝手がよくない点 

・業務上では細分類（5 桁）までの分類は必要としておらず、細分類まで記入することの

負担感や正確性の確保に問題を感じる。 

・安定所は職業分類の正確性より検索の結果を重視しており、多くの場合小分類（3 桁）

までで業務上は問題ない。 

・求人検索においてフリーワードが重視される傾向にあり、全ての職種に細分類が必要か

検討の余地がある。 

(ｲ) 意見、要望 

・職業を体系的に捉える上で、職業分類は非常に有用である。 

・分類をどこまで細分化するかは検討の余地があるが、凡例、解説の充実は重要である。 

・職業分類は国語辞典や英和辞典を作るのと同じレベルの作業が求められ、非常に価値の

高い作業であるが、社会的評価が低すぎる。キャリアマトリックス32の廃止は大きな損

失であった。 

・職業分類の改訂に際しては、現在使用している職業分類番号を別の職業の番号として使

用するなど、混乱を招くような大幅な変更は避けて欲しい。 

 

                                                      
32 2006 年 9 月に、労働政策研究・研修機構が公開した総合的な職業情報サイト。約 500 の職業に関して、仕事

の内容や就職経路、その後のキャリア、労働条件の特徴、職業を多面的に数値化した「職業プロフィール」等

を提供していたが、2011 年 3 月末をもって廃止された。 
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(2) 職業相談部門 

ア．求職者の動向 

(ｱ) 恒常的に求職者の希望が多い職種 

・事務職が多い。 

(ｲ) 近年求職者の希望が増えている職種 

・男女ともに一般事務を希望する求職者が増えている。 

(ｳ) 求職者の意識・行動の変化 

・若年の求職者は、未経験可の企業や研修制度が充実している企業を希望するケースが多

い。 

・女性の求職者から、生涯続けられ、資格取得やキャリアアップにつながる職種について

相談を受けることが増加した。また育児休業が取得しやすい企業を希望する者が増えて

いる。 

イ．「希望する仕事」欄の記載方法 

(ｱ) 助言のあり方、職種別チェックポイントの活用度 

・基本的に記載のままであるが、具体性に欠けるケースや職種と業種、資格等を混同して

いるケースなどは、聞き取りにより修正している。 

・職種別チェックポイントは上司、同僚に聞いても分からないときなどに活用することも

あるが、ほとんど利用していない。 

ウ．職業分類コードの記載方法 

(ｱ) 現行の職業分類体系で不便な点 

・総合的な業務に従事する場合や、IT 分野などで新しく使われ始めた職業名が職業分類番

号にない場合は、不便に感じる。 

(ｲ) 小分類を記入する場合と、その多い職業 

・職業分類番号はできるだけ細分類（5 桁）で記入するが、希望する仕事や職種が決まっ

ていない場合は小分類番号を記入し、その割合は全体の 3 割程度である。 

(ｳ) 求人情報提供端末の職業分類の設定状況やその考え方等 

・求人情報提供端末の職業分類の設定状況を図表 3-2（p.93 参照）に示す。求人情報提供

端末の職業分類は安定所ごとに設定できるが、その設定状況をハローワークシステムで

一覧できる機能はない。したがって、各安定所の設定状況をこのような形で比較検討す

るのは初めてのことである。その概要は以下のとおりである。 

・東京労働局内の安定所は原則として各所共通の分類を設定しているが、神奈川労働局や

愛知労働局では、安定所ごとに異なる設定をしている。 
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・求人情報提供端末の職業分類は、厚生労働省編職業分類やハローワークインターネット

サービスにおける職業解説で使用されている職業分野と、異なる分類体系が設定されて

いる。 

・求人情報提供端末の職業分類の大分類は、12～13 項目と各所であまり違いはないが、厚

生労働省編職業分類の 11 項目より少し多く、福祉・医療や営業関係の項目が独立してい

る。また個々の分類項目名が、下層の代表的な中分類の分類項目名を例示するような形

で並列的に複数例示されおり、大分類の項目名を見ただけで内容が分かりやすいように

している。また中分類は 68～121 項目と 2 倍弱の幅があるが、東京労働局と 3 つの安定

所を合計した平均は約 99 項目であり、厚生労働省編職業分類の 73 項目より多くなって

いる。求人情報提供端末の職業分類は小分類の設定ができないので、その分中分類が多

くなっていることが考えられる。 

・求人情報提供端末の職業分類の配列をみると、東京労働局、横浜安定所、刈谷安定所は、

厚生労働省編職業分類の配列に近いが、名古屋中安定所の配列は、情報処理、事務、営

業の職業より先に、農林漁業、製造・修理、倉庫・軽作業・清掃関係の職業が配列され

るなど、厚生労働省編職業分類とはかなり異なる配列になっている。 

・ハローワークインターネットサービスの職業解説で使用されている職業分野の配列は、

どの職業分類とも異なる独自の分類体系、分類項目名を有している。この職業分野は基

本的に「職業ハンドブック33」で使われている職業群（クラスター）に準拠している。

職業クラスターによる分け方は、職業の類似性ばかりでなく、その職業に関わりのある

産業やその職業の雇用機会、その職業についての情報をどんな人たちが必要としている

かなどといった視点から職業群を編成したものとされている（日本労働研究機構 1997）。 

・DPT 機能面で比較すると、前述したように、厚生労働省編職業分類では、D 機能が 12.5%、

P 機能が 37.5%、T 機能が 50.0%、民間の正社員向けの平均では、D 機能が 41.1%、P 機

能が 41.1%、T 機能が 17.8%であるのに対し、求人情報提供端末の職業分類は、D 機能が

8.9%、P 機能が 41.5%、T 機能が 50.0%であり、厚生労働省編職業分類にかなり近いこと

がわかる。因みにハローワークインターネットサービスの職業分野では、D 機能が 24.1%、

P 機能が 44.8%、T 機能が 31.0%となっており、求人情報提供端末と民間の正社員向けと

の中間的な位置づけになっている。 

・求人情報提供端末の職業分類の設定にあたっての分類基準は、厚生労働省編職業分類の

ように仕事の類似性で分類するのではなく、スキルや経験をどこで活かせるかという観

点で分類されていることが多い。その設定の見直しは負担が大きく、求職者も現行の設

定に慣れているため、ほとんど行われていない。 

                                                      
33 労働政策研究・研修機構の前身である日本労働研究機構が 1997 年に作成したもので、約 300 職業についての

解説、職業の将来展望解説、職業選択のガイドを収録している。 
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(ｴ) 細分類の利用状況、細分類の必要性 

・求人・求職のマッチングにおいては、細分類では絞り込まれすぎて該当するものが少な

くなったり、周辺情報を見逃すことになったりするので、小分類で絞り込み、その後は

個別に登録内容を確認する場合が多い。 

・小分類項目の追加やフリーワード検索との組合せで、細分類の代替は可能である。 

エ．産業分類の活用状況 

・職種より業界で検索されることの多い求人は、ホテル、旅行、美容、不動産、官公庁公

務の業界が多い。 

オ．フリーワードの活用状況 

・ハローワークインターネットサービスだけでなく、安定所内の求人者情報提供端末や窓

口のハローワークシステムにおいても、フリーワードを活用した求人検索が使われるよ

うになってきている。横浜安定所では、窓口の相談でフリーワード検索を行う求職者は

2～3 割程度とみている。 

・求人情報提供端末でフリーワード検索を行うにはキーボードが必要であるが、端末にキ

ーボードが付属している安定所と付属していない安定所がある。付属していない安定所

では、フリーワード検索を希望する求職者は職業相談窓口に誘導し、ハローワークシス

テムを利用してフリーワード検索を行っている。 

・求人者情報提供端末、ハローワークインターネットサービス、窓口のハローワークシス

テムにおいて、よく使われるフリーワードの統計データがないので、職員の印象として

よく使われるフリーワードをまとめると、以下のとおりである。 

語学系（英語、中国語、英会話、TOEIC、海外） 

育児系（子育て、急病、扶養） 

業界系（外資系、グローバル、アパレル、ブライダル、弁護士事務所、会計事務所） 

職業系（コンサルタント、コンサルティング、マネージャー、マネージメント） 

外国人系（○○語、日本語能力検定、通訳、翻訳、海外取引、貿易） 

営業（ルート営業、法人営業、企画、マーケティング） 

その他（手作業、ライン、ピッキング） 

カ．求職者からよく尋ねられる職業情報 

・転勤の有無、残業のない職種、休みが取りやすい職種、売上げノルマの有無などについ

てよく尋ねられる。 
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キ．その他 

(ｱ) 現行の職業分類で使い勝手がよくない点 

・日本の働き方の基本が「総合職」であるため、単一の職業分類に当てはめるのが難しい。 

(ｲ) 意見、要望 

・職業分類をベースとした求職者の職業選択に利用できる職業辞典のようなものが身近に

あるとありがたい（キャリアマトリックスのようなもの）。 

 

３ 小括 

 ヒアリング調査により特に明らかにしたいと考えていたことを中心に、ヒアリングで得ら

れた知見をまとめると、以下のとおりである。 

①職種欄は求職者からの注目度が高いので、職種以外の情報も記載して有効活用している。

例えば同一職種であっても店舗や就業場所が異なる場合は、職種欄だけでも識別できるよ

うに（ ）書きで補足している。「正社員」や「急募」などアピールポイントを記載する

安定所もある。 

②求人者が一定のスキルを求める場合は、「必要な経験等」欄に「実務経験○年以上」などと

表記している。ただし、求めるスキルを厳密に記載すると応募をためらう求職者もいるの

で、具体的な経験年数を書かないことが多い。経験年数だけでは判断できないスキルレベ

ルについては選考の段階で確認し、職務経歴書や面接時の質問で判断している。 

③求人職種が複数の分類項目に該当する場合の第 2、第 3 の職業分類コードの利用状況は、

安定所によって違いはあるが、一定の割合で利用されている。民間においても図表 2-1 に

示すように、一つの求人に対して複数の職種コードを設定できるところが多い。統計調査

のためには求人と職業分類は一対一対応させる必要があり、原則として就業時間の長い方

の分類項目に分類しているが、マッチングにおいては、官民ともに、就業時間が短くても

実際に従事する仕事に即して複数の分類コードを設定できる仕組みにしている。 

④ハローワークインターネットサービスだけでなく、安定所内の求人者情報提供端末や窓口

においても、フリーワード検索が使われるようになってきている。横浜安定所では、窓口

の相談でフリーワード検索を行う求職者は 2～3 割程度とみている。求職者からよく求め

られるキーワードを求人票作成等に役立てている安定所もあるが、Web サイトでの検索を

想定した工夫はあまり行われていない。厚生労働省から、2013 年に人手不足対策のため、

求人票の職種欄等に「建設」「介護」「看護」「保育」等の単語を記載するように指示がな

されたが、それ以降新たな指示はなされていない。 

⑤求人情報提供端末の職業分類は、労働局や安定所ごとに異なる設定がなされており、厚生

労働省編職業分類やハローワークインターネットサービスにおける職業解説で使用され

ている職業分野と、異なる分類体系が設定されている。ヒアリングした安定所の求人情報

提供端末の大分類では、福祉・医療や営業系の項目が独立しており、また項目名に職業名
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を並列的に複数例示し、分類項目名を見ただけで内容が分かりやすいようにしている。中

分類の項目数は、厚生労働省編職業分類より多い。DPT 機能の割合でみると、厚生労働省

編職業分類にかなり近い。 

求人情報提供端末の職業分類の設定にあたっては、厚生労働省編職業分類のように仕事の

類似性で分類するのではなく、スキルや経験をどこで活かせるかという観点で分類されて

いることが多い。 

⑥求人・求職のマッチングにおいては、細分類では絞り込まれすぎたり、周辺情報を見逃し

たりするので小分類を使うことが多い。このため小分類項目の追加やフリーワード検索と

の組合せにより、細分類を代替することは可能である。 
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大分類 中分類 小分類 細分類 大分類 中分類 小分類 大分類 中分類 大分類 中分類 大分類 中分類 大分類 中分類
11 73 369 892 11 34 439 13 115 12 121 13 91 12 68

A　管理的職業 4 6 11 モノづくりの職業 7 101 専門的・技術的・管理的職業 15 専門・技術･教育・保育 14 専門・技術・教育・管理 10 管理的職業 1
　　P ＤＴ ＤＰＴ　　ＤＰＴ 　　Ｐ ＤＰＴ ＤＴ 　Ｐ　　　Ｐ ＤＰＴ ＤＴ 　Ｐ　　　Ｐ P

B　専門的・技術的職業 20 93 117 建設の職業 2 32 福祉関連の職業 11 福祉・医療・保健 12 福祉・医療・介護・保健 5 技術職（設計・情報・建築等） 5
　　DPT      DPT ＤＴ Ｐ Ｐ 　　Ｐ 　　Ｐ Ｐ 　　Ｐ 　　Ｐ 　　　　　D　　　D　　　DP

C　事務的職業 7 27 57 オフィスの職業 4 30 事務的職業 11 事務・管理職 13 販売 5 介護・福祉・医療・保健 8
　　DP ＤＰ ＤＰ ＤＰ　　Ｐ P P　　　P　　　P　　　P

D　販売の職業 3 20 50 販売の職業 3 48 医療関連の職業 8 販売 9 理容・美容・調理・接客 7 その他の専門職（教育・保育等） 4
　　P Ｐ Ｐ Ｐ P　　　P　　　PT 　P 　　　　　　　　　　　P　　　P

E　サービスの職業 8 34 67 専門・企業ｻｰﾋﾞｽの職業 2 27 販売・レジ、接客の職業 7 営業 12 農林・林業・漁業・造園 11 事務 4
　　PT Ｐ　　　ＰＴ Ｐ　　　Ｐ　　　Ｐ Ｐ T　　　T　　　T　　　T DP

F　保安の職業 3 8 13 個人ｻｰﾋﾞｽの職業 3 43 営業の職業 4 調理・接客・サービス 13 製造・修理・製図・印刷・検査 15 営業・販売(飲食を除く） 4
　　P ＰＴ Ｐ ＰＴ 　Ｐ 　　ＰＴ T　　　T　　　T　　　T      T P　　　P

G　農林漁業の職業 3 12 35 医療・保健・福祉の職業 4 39 理美容・調理・サービスの職業 6 運輸（運転）関連 7 倉庫作業・軽作業・清掃 3 接客・サービス 11
　　T Ｐ　　　Ｐ　　　Ｐ Ｐ　　　　　ＰＴ　　Ｔ ＰＴ T　　　　　　T　　  　T P　　　P

H　生産工程の職業 11 105 340 教育・研究の職業 2 19 運転・配達・通信の職業 11 建築・土木・電気工事 8 情報処理 3 輸送（運転・配達・リフト等） 6
　　T Ｐ　　　Ｄ ＰＴ　　Ｔ　　　Ｔ Ｔ　　　Ｔ　　　Ｔ D 　　　　PT　　T　　　T

I　輸送・機械運転の職業 5 23 48 運輸の職業 2 27 製造・技能の職業 14 製造・修理・製図・印刷 13 事務 11 警備・管理人・ビル施設管理 3
　　PT　 T ＰＴ Ｔ　　　Ｔ Ｔ　　　Ｔ　　　Ｔ　　　Ｔ DP P　　　　P　　　T

J　建設・採掘の職業 5 24 52 マスコミ・デザイン・工芸の職業 3 51 土木・建築・電気工事の職業 11 施設管理・保安・警備 5 営業 3 建設・土木・電気・機械運転等 5
　　T       T ＤＰＴ　　　ＤＰＴ　　　Ｄ Ｔ　　　Ｔ　　　Ｔ ＰＴ 　　　　Ｐ 　　Ｐ P T　　　T　　　T　　　T　

K　運搬・清掃・包装等の職業 4 17 42 自然・動植物の職業 2 22 施設管理・管理人・警備の職業 5 運搬・清掃・軽作業 11 施設管理・警備 4 製造・修理・検査・印刷・塗装 9
　　PT    T       T ＰＴ　　Ｔ ＰＴ　　　　　　Ｐ 　　　Ｐ Ｔ　　　Ｔ　　　Ｔ PT 　　　　P T　　　T　　　T　　　T　　　T

運搬・梱包の職業 5 農林漁業 4 運輸（運転）・通信・配送関連 7 倉庫・運搬・清掃・包装・他 5
Ｔ　　　Ｔ Ｔ PT　　　　　　　T　　　T T　　　T　　　T　　　T

清掃・軽作業・農林漁業の職業 7 建築・土木・電気工事 7 造園・植木・農業・林業・漁業 3
Ｔ　　　Ｔ　　　　　Ｔ T　　　T　　　T T　　　T　　　T　　　T　　　T

   D:3        P:9      T:12      計24    D:7         P:13       T:9         計29    D:3        P:16      T:18        計37    D:3        P:17        T:17        計37    D:4        P:16      T:22        計42    D:4       P16         T:22          計42
(12.5%)   (37.5%)   (50.0%)   (100.0%) (24.1.%)    (44.8%)   (31.0%)    (99.9%) (8.1%)     (43.2%)   (48.6%)     (99.9%) (8.1%)     (45.9%)    (45.9%)    (99.9%) (9.5%)    (38.1%)   (52.4%)    (100.0%) (9.5%)    (38.1%)     (52.4%)    (100.0%)

端末で中分類まで選択可端末で中分類まで選択可端末で中分類まで選択可ﾈｯﾄ上で小分類まで選択可

刈谷安定所

     　(注）　・労働者機能とは、人と職業の関わり方を表し、D機能は情報（Data)、P機能は人（People)、T機能はモノ（道具・機械）（Things)との関わり方を示す。本表においては、当該分類項目に含まれる職業の特徴的DPTを表示している。
　　　　　　　・各欄のDの数、Pの数、Tの数を合計し、その数と割合を示している。端数処理のため、割合（％）の合計が100％にならない場合がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図表3-2　厚生労働省編職業分類・ﾊﾛｰﾜｰｸｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ（職業分野）・求人情報提供端末の職業分類の比較 （労働者機能付き）                   　    

(11.4%)    (41.2%)     (47.4%)    (100.0%)

   D:14        P:65       T:79       計158
(8.9%)     (41.1%)    (50.0%)    (100.0%)

   D:24       P:87      T:100       計211

ﾈｯﾄ及び端末上で中分類まで選択可 端末で中分類まで選択可

厚生労働省編職業分類 ﾊﾛｰﾜｰｸｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ（職業分野） 東京労働局 横浜安定所 名古屋中安定所
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